
Ⅸ　周術期管理チーム

Ⅸ-１　2019年度の活動例

１　周術期管理でも課題となるサルコペニア、フレイルの勉強会 　２　誤接続防止コネクター導入時の注意喚起

周術期医療の安全と質の向上を目指し、日本麻酔科学会は2007年より「周術期管理チーム」を提唱している。

2014年に日本麻酔学会より周術期管理チームの一員である看護師を対象に認定制度が開始された。2016年から薬

剤師、2017年から臨床工学技士を対象に認定制度が設けられ、関係する各部署、多職種間での連携が推進されて

いる。

当院でも、2016年度より周術期管理チームが発足した。2019年度は麻酔科・ICU・歯科口腔外科の医師8名、手

術看護認定看護師・周術期管理チーム看護師・感染管理認定看護師の8名、薬剤師、理学療法士、臨床工学技

士、診療支援課事務員の4名がチームとなって活動した。周術期の患者さんに対し、最適な状態で安心・安全な

手術と効率的な周術期環境を提供すること、そのための勉強、議論、改善策の立案・実施を目的としている。

2019年は、手術センターの緊急コールの現状分析、周術期口腔機能管理料の改訂、看護師の特定行為研修の議

題に加え、入退院支援センターや病棟で行っている入院時支援加算算定に関係する入院前患者リスク評価（認知

機能評価、褥瘡、栄養状態、服薬中の薬剤の確認、退院困難な要因の有無の評価）についての勉強会を行った。

その他、術後訪床で発見された神経障害や長時間体位固定に伴う皮膚障害の経過フォローや褥瘡予防への取り組

み（術前スキンケアの啓蒙など）を議題とした。呼吸器関連肺炎（VAP）予防のための口腔ケアについては、手

術センター入室前に施行する方向で動いている。年度末よりCOVID-19の国内での感染拡大により、手術センター

でも注意が必要な状況となった。現在、外科系各科と連携し、手術の実施、延期を適宜相談し、業務を行ってい

る。また、手術センターでの感染対策を感染制御部と連携の上、実施している。
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